
子どもの「放牧」







・労力が軽減された。（これは農業試験場の成績にもあります）

・糞尿処理が楽になった。

・牛が健康になった。

・飼料にかかる費用が削減された。

・乳量が増加した。

・牛の更新が長くなった。



・放牧する土地がない。畜舎周辺に土地がない。

・牛の移動、繋ぎなどに手間がかかる。

・ 放牧は技術的に難しい。

・放牧導入時に費用がかかる

・牛が放牧に慣れていない。



こどもたちの

「やりたい！」を
「できる！」に変える一体的運営

明海小うらっこクラブ事業



文部科学省平成30年度「学校を核とした地域力強化プラン」の概算要求に係るブロック説明 配布資料より抜粋



放課後の解放された時間に

遊ぶ体験・学ぶ体験を通して

子どもたち自身が、主体性を

高めあい、成長できるクラブを目指す



学童

・親が就労している
１年生～４年生

・主に、学童専用の
スペースで過ごす

・家庭との
つながりが濃い

異年齢

・全学年対象

・異年齢専用の教室や

校庭や体育館で過ごす

・家庭との

つながりがない

学童、異年齢 それぞれのよいところを一体的に！

ｅｔｃ…
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出入り口など
① 学童正門
（子どもの帰宅等に使用）

② 学校正門
③ 通用門
（学童クラブの児童の登所に
使用、異年齢の児童は学童
クラブおやつ終了後から）

学童クラブエリア
Ａ 学童クラブＡ教室
Ｂ 学童クラブＢ教室
Ｃ 学童クラブＣ教室

※学童クラブ教室に
は異年齢の児童は
基本的に入らない

異年齢エリア
ア 異年齢教室
（学習など）

共用エリア
あ 工作ルーム う 校庭 ビ ビオトープ
（17時まで） え 園庭 （自然活動他、地域で

い プレイルーム お 体育館 の協働の場としての活
（異年齢の児童は③通 （曜日により 用を検討中）
用門開放後から利用） 使用可能）

図1 学童クラブ用地活用案












































